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書
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七
七

黒
田
清
輝
、
久
米
桂
一
郎
宛　

藤
島
武
二
書
簡
（
一
）

　

凡　

例

　

以
下
に
、
黒
田
清
輝
、
久
米
桂
一
郎
宛
藤
島
武
二
書
簡
を
翻
刻
す
る
。
翻
刻
お
よ
び
解
題
は
児

島
薫
（
実
践
女
子
大
学
教
授
）
が
担
当
し
た
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
以
下
の
点
を
配
慮
し
た
。

一
、
所
蔵
の
明
記
の
な
い
書
簡
は
い
ず
れ
も
東
京
文
化
財
研
究
所
の
所
蔵
で
あ
る
。

二
、
本
文
の
行
取
り
、
文
字
は
原
則
原
文
通
り
と
し
、
影
印
版
と
照
合
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。

三
、
文
中
に
は
適
宜
、
読
点
（
、）
を
加
え
た
。

四
、
誤
字
・
宛
字
・
衍
字
が
あ
る
場
合
も
、
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

五
、
踊
り
字
は
、
平
仮
名
は
ゝ
で
、
片
仮
名
は
丶
で
、
漢
字
は
々
で
示
し
た
。。

六
、
抹
消
・
訂
正
の
文
字
が
あ
る
場
合
、
文
字
が
判
明
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
本
文
に
そ
の
文
字

を
記
し
、
左
傍
に
〃
を
付
し
た
。

七
、
書
簡
の
紙
継
ぎ
部
は
影
印
版
の
下
縁
に
△
を
も
っ
て
示
し
た
。
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七
八

１
．
黒
田
清
輝
宛
藤
島
武
二
書
簡
（
明
治
二
十
七
年
四
月
七
日
）

　

藤
島
が
大
下
藤
次
郎
の
た
め
に
書
い
た
黒
田
宛
の
紹
介
状
。
封
筒
に
は
切
手
が
貼
ら
れ
て
お
ら

ず
、
住
所
も
津
時
代
の
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
塔
世
西
裏
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
藤
島
の
こ

の
書
面
は
、
藤
島
か
ら
大
下
宛
の
封
筒
に
同
封
し
て
送
ら
れ
、
そ
し
て
大
下
が
自
ら
の
書
面
と
共

に
黒
田
に
送
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
消
印
が
な
い
た
め
、
発
送
年
が
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
黒
田

が
帰
国
し
、
藤
島
が
入
れ
違
い
に
津
に
赴
任
し
た
の
が
明
治
二
十
六
年
七
月
で
あ
り
、
ま
た
同
封

さ
れ
て
い
た
大
下
の
名
刺
の
住
所
が
本
郷
区
真
砂
町
で
あ
る
が
、
大
下
は
二
十
七
年
八
月
か
ら
九

月
に
真
砂
町
か
ら
追
分
町
に
転
居
し
た
の
で
、
藤
島
の
手
紙
は
明
治
二
十
七
年
四
月
に
書
か
れ
た

も
の
と
判
明
す
る
。
ま
た
大
下
は
明
治
二
十
七
年
の
日
記
に
「
四
月
二
十
四
日
新
帰
朝
者
ア
ン
プ

レ
シ
ョ
ニ
ズ
ム
の
画
家
黒
田
氏
を
訪
ひ
作
品
を
見
る
」
と
記
し
て
お
り
、
こ
れ
が
藤
島
の
紹
介
に

よ
る
訪
問
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
）
（
（

。
藤
島
が
津
に
赴
任
す
る
以
前
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
大
下
と

出
会
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
大
下
の
名
刺
に
は
大
下
の
名
前
の
右
に
手
書
き
で
真
野
紀
太
郎
の

名
前
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　

藤
島
は
津
に
赴
任
し
て
半
年
以
上
の
間
、
こ
の
京
口
町
可
幾
屋
に
寄
寓
し
て
い
た
と
み
ら
れ
よ

う
。
使
用
し
て
い
る
赤
い
紙
の
封
筒
は
津
時
代
に
共
通
す
る
。

　
（
（
）　

大
下
の
動
静
、
日
記
に
つ
い
て
は
島
根
県
立
石
見
美
術
館
川
西
由
里
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

此
手
紙
を
持
ち
て

参
り
候
者
ハ
僕
が

嘗
而
知
つ
て
居
た

人
た
ち
だ
、
此
頃

其
地
ゟ
わ
ざ
〳
〵
手
紙

を
よ
こ
し
て
君
の

所
ニ
行
ひ
て
画
が
見

た
い
か
ら
添
書
を

書
い
て
く
れ
と
の

事
だ
か
ら
書
く

久
敷
君
等
の
た

　

真
野
紀
太
郎

　

大
下
籐
次
郎

　
　
　
　
本
郷
區
眞
砂
町

　
　
　
　
三
拾
八
番
地

明
治
二
十
七
年
四
月
七
日
付
封
書

（
縦
一
六
・
三
㎝
、
横
五
九
・
五
㎝
）

名
刺
（
縦
八
・
四
㎝
、
横
四
・
三
㎝
）

△
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七
九

よ
り
を
聞
か
ぬ
が
変

ハ
る
事
も
な
い
か

昨
今
写
生
の
好

時
節
筆
と
る
度
ニ

い
つ
も
君
等
の
事

を
思
ひ
出
す

久
米
先
生
ニ
も
宜

敷
傳
へ
て
呉
れ

　
　

四
月
七
日

　
　
　
　
　
　

藤
し
ま

　

黒
田
雅
兄

　
　

麹
町
区
平
河
町
六
丁
目
十
四
番
地

　
　

黒
田
清
輝
殿

　
　
　
　

親
展

　
　
　

三
重
県
津
市
京
口
町

　
　

可
幾
屋
方

　
　

〆

藤
島
武
二

　
　

四
月
七
日

封
筒
（
縦
一
九
・
一
㎝
、
横
七
・
一
㎝
）

（
表
）

（
裏
）
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八
〇

（
︱
（
（
）　

黒
田
清
輝
宛
黒
田
清
綱
書
簡
（
明
治
二
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日
）

　

清
綱
の
手
紙
は
黒
田
が
十
六
日
付
で
送
っ
た
手
紙
へ
の
返
信
。
清
輝
は
日
清
戦
争
に
画
家
と
し

て
従
軍
す
る
た
め
に
広
島
の
大
本
営
に
向
か
っ
た
が
、
現
地
で
足
止
め
の
ま
ま
な
か
な
か
戦
地
に

渡
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
様
子
を
書
き
送
っ
た
こ
と
に
対
し
、
清
綱
は
、
直
接
溝
口
な

る
人
物
に
会
っ
て
様
子
を
聞
く
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
清
輝
は
十
九
日
付
の
久
米
宛
の
手
紙
で
宮

島
の
紅
葉
谷
に
来
て
写
生
を
し
て
い
る
様
子
を
述
べ
て
お
り
）
（
（

、
清
綱
に
宛
て
た
十
六
日
の
手
紙
に

も
こ
れ
か
ら
宮
島
に
行
く
こ
と
を
書
き
送
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
清
綱
か
ら
宮
島
が
ど
う
で
あ
っ
た

か
と
尋
ね
て
い
る
。
ま
た
新
聞
で
の
明
治
美
術
会
の
評
判
が
よ
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　

黒
田
は
こ
の
後
、
十
一
月
二
十
九
日
に
豊
橋
丸
で
山
階
宮
殿
下
と
同
船
で
出
立
す
る
）
（
（

。

　

清
綱
は
清
輝
の
留
守
中
に
届
い
て
い
た
明
治
美
術
会
か
ら
の
礼
状
と
藤
島
か
ら
の
葉
書
を
同
封

し
て
送
っ
て
い
る
。

（
（
）「
蹄
の
痕
（
一
）」『
黒
田
清
輝
著
述
集
』
東
京
文
化
財
研
究
所
編
、
二
〇
〇
七
年
、
一
九
七
頁
。

（
（
）『
黒
田
清
輝
日
記
第
二
巻
』、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
六
七
年
、
三
五
二
�
三
五
三
頁
。

過
ル
十
六
日
之
貴
札
相
達

忝カ
致
被
見
候
、
逐
日
冷
気

相
増
候
得
共
弥
即
壮
康

大
慶
存
候
、
出
發
期

限
も
一
向
不
相
分
候
由
、
嘸

御
退
屈
之
筈
存
候　

高
嶋

當
地
出
立
も
い
ま
た
治
定

不
致
候
由
、
あ
ま
り
に
待
遠

　
　
　
　

進
退
之
儀

可
有
之
候
猶
龍
山
氏
御
伺

被
成
候
は
ば
模
様
相
分
り

可
申
候
哉
、
溝
口
御
面
會

直
相
御
聞
取
給
候
由

同
人
も
既
ニ
渡
航
被
致
候
趣

同
人
ゟ
直
相
御
聞
給
候
通

當
地
一
同
無
事
罷
在
候

御
安
意
可
給
候
、
大
雅
堂

明
治
二
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日
付
封
書

（
縦
一
六
・
三
㎝
、
横
六
二
・
三
㎝
）
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八
一

画
買
入
被
致
候
由
、
序
に

御
送
致
給
度
一
覧
致
度

存
居
候
、
宮
嶋
見
物

如
何
候
哉
、
別
帋
書
状

到
來
候
ハ
バ
差
送
申
候
、
油
画

展
覧
會
ニ
付
新
聞
誌

切
抜
被
遣
一
覧
候
處
随
分

評
判
も
宜
く
致
大
慶
候　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

先
は

右
迄　

早
々
如
此
候　

尚
餘
ハ
期

後
音
候
也　

頓
首

　

十
一
月
廿
一
日　
　
　

清
綱

　

清
輝
殿

　
　

廣
島
市
停
車
場
前
鶴
水
館

　
　
　

黒
田
清
輝
殿

　
　
　

東
京
麹
町
区
平
河
町

　
　
　
　
　
　
　

黒
田
清
綱

　
　
　
　
　

十
一
月
廿
一
日

封
筒
（
縦
二
三
・
九
㎝
×
横
九
・
五
㎝
）

（
表
）

（
裏
）

△
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八
二

（
︱
（
（
）　

黒
田
清
輝
宛
花
房
義
質
書
簡
（
明
治
二
十
七
年
十
一
月
十
二
日
）

　

父
清
綱
が
自
分
の
手
紙
に
同
封
し
て
清
輝
に
送
っ
た
も
の
。

　

明
治
美
術
会
会
頭
花
房
義
質
か
ら
の
参
考
品
出
品
に
対
す
る
礼
状
。
展
覧
会
に
関
す
る
新
聞
記

事
の
切
り
抜
き
も
届
い
た
よ
う
で
あ
る
。
封
書
に
は
切
手
が
貼
ら
れ
て
お
ら
ず
、
作
品
返
却
と
共

に
持
参
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
年
の
六
回
明
治
美
術
会
展
の
目
録
は
不
明
の
た
め
参
考
品
の
内

容
は
不
詳
。
久
米
桂
一
郎
は
黒
田
へ
の
仏
文
手
紙
に
「
今
朝
、
上
野
の
展
覧
会
の
作
品
を
取
り
に

来
た
よ
。
親
爺
の
習
作
（
点
と
、『
ゴ
ジ
サ
ク
』〈
御
自
作
〉
の
額
縁
を
（
点
渡
し
て
お
い
た
」）

（
（

と

記
し
て
お
り
、
こ
の
時
久
米
は
「
親
爺
」、
つ
ま
り
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ラ
ン
の
習
作
を
出
し
て
い
る
。

（
（
）
東
京
文
化
財
研
究
所
企
画
情
報
部
編
『
黒
田
清
輝
フ
ラ
ン
ス
語
資
料
集
』
東
京
文
化
財
研
究
所
、

二
〇
一
〇
年
、
二
八
五
�
二
八
六
頁
所
収
、C0（（

。

拝
啓
益
々
御
清
勝
恭
賀

此
事
ニ
候
、
陳
者
本
會
ノ
主
旨

御
賛
成
被
成
下
、
当
秋
季

展
覧
会
へ
御
所
蔵
之
繪

画
参
考
品
ト
シ
テ
御
出
陳

被
成
下
会
場
之
光
彩
ヲ
増
シ

学
術
上
ノ
裨
益
不
少

明
治
二
十
七
年
十
一
月
十
二
日
付
封
書

（
縦
一
八
・
四
㎝
、
横
五
五
・
六
㎝
）
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八
三

会
員
一
同
深
く
感
謝
致
候

右
奉
謝
ノ
為
メ
謹
而
寸
楮
ヲ

裁
シ
候　

敬
具

十
一
月
十
二
日　

明
治
美
術
会
々
頭

　
　
　
　
　
　
　

花
房
義
質　

　
　

朱
文
方
印
「
明
治
美
術
會
々
頭
之
印
」

黒
田
清
輝
殿

糀
町
区
平
河
町
六
丁
目
十
四
番
地

　
　

黒
田
清
輝
殿

　
　
　
　

上
野
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　

朱
文
方
印

　
　
　
　
　
　
　
　
「
明
治
美
術
会
展
覧
会
章
」

封
筒
（
一
九
・
八
㎝
×
七
・
五
㎝
）

（
表
）

（
裏
）
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八
四

（
︱
（
（
）　

黒
田
清
輝
宛
藤
島
武
二
葉
書
（
明
治
二
十
七
年
十
一
月
十
九
日
）

　

清
綱
が
二
つ
折
り
に
し
て
同
封
し
た
も
の
。
藤
島
は
前
年
の
七
月
三
日
付
で
三
重
県
尋
常
中
学

校
助
教
諭
に
任
じ
ら
れ
（
東
京
芸
術
大
学
所
蔵
履
歴
書
）
津
に
赴
任
し
て
い
た
。
葉
書
は
、
夜
眠
れ

な
い
ま
ま
東
京
の
黒
田
た
ち
が
制
作
し
て
い
る
様
子
を
思
い
、
孤
独
と
焦
燥
に
か
ら
れ
て
い
た
心

理
状
態
を
伝
え
る
。
帰
宅
を
待
た
ず
に
職
場
か
ら
矢
も
立
て
も
た
ま
ら
ず
葉
書
を
出
し
た
よ
う
で

あ
る
が
、
黒
田
は
日
清
戦
争
に
従
軍
す
る
た
め
留
守
で
あ
っ
た
。
文
面
か
ら
は
、
藤
島
が
黒
田
、

久
米
と
既
に
親
し
い
様
子
を
う
か
が
え
る
。

昨
夜
寝
ら
れ
ぬ
ま
ゝ
に

頻
ニ
君
の
事
が
頭
ニ
浮
ん
だ
よ

此
頃
如
何
ニ
暮
し
て
居
る
か

何
か
面
白
き
も
の
が
出
来

る
か
ね
、
久
米
兄
ニ
も
宜
敷
言

つ
て
置
て
く
れ

東
京
麹
町
区
平
川
町
六
丁

目
十
四
番
地

黒
田
清
暉
殿

　
　

三
重
縣
尋
常
中

　
　

学
校
ニ
而

　
　
　
　
　

藤
島
武
二

　

十
一
月
十
九
日

明
治
二
十
七
年
十
一
月
十
九
日
付
葉
書

　
　
（
縦
一
四
・
〇
㎝
、
横
八
・
九
㎝
）

（
裏
）

（
表
）

３
．
黒
田
清
輝
宛
藤
島
武
二
葉
書
（
明
治
二
十
八
年
一
月
一
日
）

　

明
治
二
十
八
年
の
年
賀
状
。
当
時
黒
田
は
ま
だ
日
清
戦
争
に
従
軍
中
で
あ
る
。

明
治
二
十
八
年
一
月
一
日
付　

葉
書　

　
　
　
　
（
縦
一
三
・
九
㎝
、
横
八
・
九
㎝
）

（
表
）

（
裏
）

謹
賀
新
年

　
　
　

三
重
縣
津
市

一
月

　

元
旦　

藤
島
武
二

東
京
麹
町
区
平
川
町
六
丁

目
十
四
番
地

黒
田
清
暉
殿
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黒
田
清
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米
桂
一
郎
宛　

藤
島
武
二
書
簡
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八
五

４
．
久
米
桂
一
郎
宛
藤
島
武
二
書
簡
（
明
治
二
十
八
年
九
月
十
日
）
東
京
国
立
博
物
館
蔵

　

封
筒
に
記
さ
れ
た
藤
島
の
住
所
は
、
津
市
塔
世
西
浦
六
十
二
番
で
あ
る
。
陰
里
鉄
郎
氏
の
調
査

に
よ
れ
ば
当
時
の
地
図
な
ど
で
は
「
塔
世
西
裏
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
場
所
で
あ
り
、
現
在
の
津

市
北
丸
之
内
に
あ
た
る
）
（
（

。
藤
島
は
多
く
「
西
浦
」
と
記
す
が
、「
西
裏
」
と
記
す
こ
と
も
あ
る
。

久
米
の
住
所
は
結
婚
前
に
住
ん
で
い
た
京
橋
区
三
十
間
堀
二
丁
目
で
あ
る
。

　

内
容
は
久
米
か
ら
の
手
紙
へ
の
返
信
で
あ
る
。
文
面
か
ら
、
久
米
は
前
便
で
、
黒
田
が
既
に
従

軍
か
ら
帰
っ
て
い
る
こ
と
、
秋
の
展
覧
会
を
一
層
盛
大
に
お
こ
な
い
た
い
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。「
今
回
兄
等
御
計
画
」
が
何
を
指
す
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
翌
年
の
白
馬
会

結
成
の
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
よ
り
も
早
く
か
ら
黒
田
ら
が
新
団
体
結
成
の

構
想
を
抱
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
こ
の
後
の
手
紙
で
語
ら
れ
る
展
覧
会
出
品
作
の
画

集
制
作
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
藤
島
は
制
作
へ
の
意
欲
を
語
り
な
が
ら
も
、
都

会
を
離
れ
た
地
で
洋
画
を
描
く
こ
と
の
困
難
を
訴
え
て
い
る
。
そ
れ
で
も
よ
う
や
く
モ
デ
ル
を
見

つ
け
て
制
作
中
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
封
筒
に
は
藤
島
の
写
真
が
封
入
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
が
現
在
は
不
明
。

（
（
）
陰
里
鉄
郎
「
画
家
た
ち
の
津
（
一
）」『
陰
里
鉄
郎
著
作
集
（
』
一
艸
堂
、
二
〇
〇
七
年
、
四
六

�
六
〇
頁
。

先
月
廿
八
日
御
投
函

の
貴
書
其
翌
日
正
ニ

拝
誦
い
た
せ
し
な
り

さ
て
兄
等
の
安
否

ハ
不
絶
心
ニ
掛
か
り
居
れ
ど

兎
角
慚
性
の
事

と
て
何
時
も
疎
𤄃
ニ

の
み
打
過
き
甚
だ

不
本
意
之
次
第
、
平
ニ

御
海
容
祈
る
所
ニ
候

黒
田
兄
ニ
も
既
ニ
御
帰

京
と
の
事
、
都
の

賑
ひ
を
壮
と
奉
察
候

秋
期
展
覧
会
も

本
年
ハ
一
層
盛
大
ニ

な
さ
れ
度
き
思
い
に
無

此
上
慶
事
と
奉

明
治
二
十
八
年
九
月
十
日
付
封
書

（
縦
一
七
・
二
㎝
、
横
一
五
〇
・
五
㎝
）
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美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

五　

号

230

八
六

存
候

右
ニ
就
き
而
ハ
充
分
の

御
盡
力
特
ニ
兄
等

に
向
つ
て
切
望
す
る

所
な
り

今
回
兄
等
御
計
画

僕
も
大
賛
成
ニ
有
之

殊
ニ
兄
等
の
馬
前
ニ

打
じ
に
致
し
候
事
ハ

平
素
の
本
懐
ニ
候

間
、
充
分
奮
発
出
品

致
し
候　

御
高
教
を
仰

き
度
存
居
候
得
共

何
分
ニ
も
御
存
知
の
通

り
の
哀
れ
な
る
境
遇

ニ
而
ハ
、
何
時
も
満
足
な
る

製
作
も
不
出
来

残
念
之
至
ニ
御
座
候

僕
等
ハ
実
ニ
技
術
の

△

上
の
苦
心
よ
り
ハ
其
れ

を
準
備
す
る
迠
の

困
難
多
く
、
何
時
も

大
ニ
閉
口
い
た
し
候

さ
り
な
が
ら
今
回
の

御
盛
擧
を
賛
成

し
な
が
ら
全
く
出
品

致
さ
ぬ
も
口
惜
し
き

次
第
な
れ
バ
つ
ま
ら
ぬ

物
で
も
一
二
枚
出
品
致

度
、
今
一
枚
ハ
此
頃
漸
く

モ
デ
ル
を
得
て
目
下

折
角
製
作
最
中

な
れ
バ
開
会
迠
ニ
出
来

上
る
者
か
ど
う
だ
か

知
ら
ず
候

△
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書
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231

八
七

封
筒
（
縦
一
九
・
〇
㎝
、
横
七
・
六
㎝
）

（
表
）

（
裏
）

黒
田
兄
へ
も
存
外
御

無
沙
汰
ニ
打
過
き

居
り
候
間
兄
ゟ
宜
敷

御
鳳
聲
奉
候

尚
折
々
手
紙
を
く

れ
給
ハ
ん
こ
と
単
ニ
希

望
す
る
所
な
り

愚
照
進
呈
御
笑
納

被
下
度

兄
等
の
撮
礼
御
恵

送
是
祈
る

　

九
月
十
日

　
　
　
　
　

藤
島
武
二

久
米
大
兄

　
　
　
　
　

研
北

東
京
市
京
橋
区
三
十

間
堀
二
丁
目　

久
米
桂
一
郎
殿　

　
　
　

冩
真
入

三
重
縣
津
市
塔
世
西

浦
六
十
二
番　

　
　

藤
島
武
二　

九
月
十
日　
　
　
　
　
　

△
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美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

五　

号

232

八
八

（
．
黒
田
清
輝
宛
藤
島
武
二
書
簡
（
明
治
二
十
八
年
九
月
二
十
二
日
）

　

こ
の
書
簡
に
つ
い
て
は
陰
里
鉄
郎
氏
が
既
に
翻
刻
し
詳
し
い
解
説
を
加
え
て
お
り
、
そ
れ
を
参

照
し
た
）
（
（

。「
博
覧
会
」
と
は
京
都
で
開
か
れ
た
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
を
指
し
、
藤
島
は
、
黒

田
が
京
都
に
審
査
官
と
し
て
滞
在
中
に
会
い
に
行
き
た
か
っ
た
が
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と

述
べ
て
い
る
。
博
覧
会
に
は
、
黒
田
が
《
朝
妝
》
を
、
藤
島
は
《
御
裳
裾
川
》
を
出
品
し
て
い
た

が
、
藤
島
は
展
示
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
文
面
か
ら
は
、
黒
田
は
妻
を

京
都
に
残
し
て
上
京
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
二
十
八
年
三
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
の
久
米

桂
一
郎
、
杉
竹
二
郎
ら
の
手
紙
に
よ
っ
て
、
黒
田
が
京
都
松
原
通
大
和
大
路
東
二
丁
目
興
善
寺
町

小
谷
義
一
邸
旧
水
口
屋
敷
に
新
婚
の
妻
と
住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
）
（
（

。

　

ま
た
「
既
ニ
兄
が
知
つ
て
居
る
通
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
黒
田
は
こ
れ
以
前
に
津
を
訪
れ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
陰
里
氏
は
『
黒
田
子
爵
追
懐
座
談
会
』
の
な
か
で
黒
田
と
久

米
が
津
を
訪
れ
た
際
に
藤
島
が
西
洋
料
理
を
ご
馳
走
し
た
と
話
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
津

の
偕
楽
公
園
の
津
公
園
倶
楽
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

画
材
の
入
手
も
困
難
で
あ
り
、
批
評
し
て
く
れ
る
相
手
も
い
な
い
場
所
で
制
作
す
る
孤
独
を
訴

え
、
黒
田
の
写
真
を
送
っ
て
欲
し
い
と
頼
ん
で
い
る
。

（
（
）　

前
掲
、
陰
里
鉄
郎
「
画
家
た
ち
の
津
（
一
）」、
四
六
�
六
〇
頁
。「
画
家
た
ち
の
津
（
二
）」、

六
一
�
六
五
頁
。

（
（
）　

東
京
文
化
財
研
究
所
企
画
情
報
部
編
『
黒
田
清
輝
フ
ラ
ン
ス
語
資
料
集
』
東
京
文
化
財
研
究
所
、

二
〇
一
〇
年
、
二
九
〇
頁
�
三
〇
七
頁
所
収
、C0（（

�C0（（

。

拝
啓

其
後
ハ
絶
而
御
疎
濶
ニ

打
過
き
多
罪
、
御
海

容
之
程
奉
願
候
。

博
覧
会
閉
場
迠
ニ
ハ

是
非
出
京
い
た
し
お

目
ニ
掛
る
べ
き
考
え
な
り
し

が
、
い
ろ
ん
な
差
支
へ
ニ
て

遂
ニ
其
意
を
不
果
、
今
に

遺
憾
ニ
存
じ
居
る
な
り

此
頃
ハ
又
吾
妻
の
風

月
ニ
吟
嘯
な
さ
れ
候

由
ニ
承
り
、
何
時
も
な
が
ら

貴
兄
の
悠
然
自

適
之
趣
羨
望
ニ

不
堪
候

令
室
ニ
ハ
今
猶
京

明
治
二
十
八
年
九
月
二
十
二
日
付
封
書

（
縦
一
七
・
一
㎝
、
横
一
四
〇
・
〇
㎝
）
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黒
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宛　
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島
武
二
書
簡

233

八
九

都
ニ
お
ハ
す
と
や
ら

申
せ
バ
、
貴
兄
ニ
ハ
當
分

同
地
方
ニ
御
住
ひ
の
思
召

な
る
や
伺
ひ
度
き
も
の

な
り

僕
も
不
相
替
な
ニ
か

し
ら
ん
絶
へ
ず
描
い
て
ハ

居
れ
ど
も
誰
れ
も
悪
口

言
つ
て
く
れ
る
者
無

き
ニ
ハ
実
ニ
閉
口
す
る
な
り

何
時
も
俗
子
の
賞
賛

増
々
魔
界
ニ
導
か
る
ゝ

心
地
し
て
不
愉
快
ニ
不

堪
偶
々
自
分
自
ら
を

鼓
舞
し
て
着
手
し

た
る
畫
も

萬
事
不
如
意
之
為

め
種
々
困
難
を
經
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
素
ゟ

一
面
を
經
営
す
る
こ
と

△

何
人
ニ
も
容
易
の
業
ニ
ハ

非
る
べ
く
も
、
僕
等
ハ
実
ニ

技
術
の
上
ニ
注
げ
る
苦
心

よ
り
も
寧
ろ
其
準
備
ニ

費
す
困
難
多
く
、
亦

何
時
も
心
ニ
副
ハ
さ
る
為
め

半
途
ニ
而
切
裂
か
ん
か
と

思
ふ
作
も
老
母
の
悲

み
を
恐
れ
て
無
理
ニ
公

衆
の
前
ニ
出
陳
す
る
こ
と

如
何
ば
か
り
不
愉
快
の

も
の
と
か
ハ
知
る

此
頃
も
秋
期
展
覧
会
物

を
や
つ
て
居
る
が
、
是
も

め
ち
や
く
ち
や
な
物
だ

若
君
其
地
ニ
て
一
見
し
た
ら

充
分
悪
口
を
聞
か
し
て

く
れ

さ
て
京
都
ニ
帰
る
折
ニ
ハ

立
寄
つ
て
く
れ
ぬ
か
、
既
ニ

△
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一　

五　

号

234

九
〇

兄
が
知
つ
て
居
る
通
り
當

地
ハ
別
ニ
見
る
べ
き
景
色
も

無
い
が
山
田
か
ら
二
見
の

辺
迠
行
け
バ
ち
よ
つ
と

好
ひ
所
も
あ
る
よ

今
一
つ
の
願
ひ
ハ
兄
の

冩
真
一
葉
を
恵
み
給

ハ
ん
こ
と
是
れ
な
り
、
荒

野
ニ
捨
て
ら
れ
た
る
如
き

境
遇
ニ
立
て
る
僕
の
當
時

の
標
燈
ハ
、
兄
等
を
景

慕
す
る
の
一
念
み
た

様
な
も
の
だ

　
　
　

九
月
廿
二
日

　
　
　
　
　

藤
島
武
二

　
　
　

黒
田
盟
契　
　

　
　
　
　
　
　

研
北

封
筒
（
縦
一
九
・
三
㎝
、
横
七
・
一
㎝
）

（
表
）

（
裏
）

東
京
市
麹
町
区
平
河
町

六
丁
目
十
四
番
地

黒
田
清
暉
殿

　
　

親
展

　
　
　

三
重
縣
津
市
塔
世
西
浦

　
　
　

六
十
二

固　
　
　
　

藤
島
武
二

　
　

九
月
廿
二
日
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黒
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宛　
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島
武
二
書
簡

235

九
一

（
．
久
米
桂
一
郎
宛
藤
島
武
二
書
簡
（
明
治
二
十
八
年
十
月
十
一
日
）
東
京
国
立
博
物
館
蔵

　

文
面
か
ら
は
黒
田
は
お
そ
ら
く
ま
だ
京
都
に
妻
が
お
り
、
東
京
と
京
都
と
を
往
復
し
て
い
た

様
子
で
あ
る
。

　

こ
の
年
の
明
治
美
術
会
秋
期
展
覧
会
は
十
月
十
日
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
十
月
二
十
二
日
印

刷
、
二
十
五
日
発
行
の
展
覧
会
図
録
で
は
、
藤
島
は
「
一
四
九　

少
女
、
一
五
〇　

一
竿
風
月
、

一
五
一　

風
景
」
の
三
点
の
油
画
を
出
品
し
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、「
一
四
九　

少
女
」、「
一

五
〇　

一
竿
風
月
」
の
二
点
の
縮
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
）
（
（

。
手
紙
で
は
藤
島
が
、
開
会
後
は
作

品
を
受
け
付
け
な
い
規
則
を
知
り
な
が
ら
も
、
作
品
を
送
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
久
米
に
伝
え

て
い
る
。
た
だ
し
一
点
は
額
が
間
に
合
わ
な
い
の
で
出
品
を
あ
き
ら
め
た
の
で
取
り
消
し
て
欲

し
い
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
図
録
に
は
「
秋
期
展
覧
会
委
員
」
と
し
て
松
井
昇
、菊
地
鋳
太
郎
、

久
米
桂
一
郎
。
岩
村
透
の
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
年
齢
の
若
い
久
米
が
実
務
の
多
く
を
担

っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　

ま
た
藤
島
は
久
米
の
母
の
具
合
が
良
く
な
い
こ
と
を
案
じ
て
お
り
、
翌
年
亡
く
な
る
こ
と
に

な
る
久
米
の
母
が
、
こ
の
頃
既
に
病
気
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
地
方
に
住
む
た
め
油

彩
画
の
材
料
が
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
画
材
用
の
油
の
精
製
方
を
教
え

て
欲
し
い
こ
と
、
展
覧
会
の
図
録
が
で
き
た
ら
送
っ
て
ほ
し
い
こ
と
を
頼
ん
で
い
る
。

（
（
）
青
木
茂
監
修
『
近
代
日
本
ア
ー
ト
カ
タ
ロ
グ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン00（

明
治
美
術
会
』
二
〇
〇
一
年
、

三
〇
九
頁
�
三
五
六
頁
。

　

黒
田
ハ
既
ニ
京
都
ニ

　

行
つ
た
乎

展
覧
会
も
既
ニ
開
か
れ

た
こ
と
な
ら
ん
が
君
等
ハ

掛
り
だ
け
相
應
ニ
繁

忙
の
こ
と
な
ら
ん
と
察
せ

ら
る

所
で
ど
ん
な
こ
と
だ
此
度
ハ

随
分
好
ひ
も
の
が
た
ん
と

集
つ
た
か
ね
、
暇
が
出
来

た
ら
景
況
を
し
ら
し
て

く
れ
給
へ　

僕
の
畫
ハ
毎
度
な
が
ら

め〃
〃

〃
ー
め
め
ち
ゃ
く
ち
や

な
物
さ
何
分
ニ
も
暇
が

得
ら
れ
ぬ
で
閉
口
し
た

ぐ
つ
ぐ
つ
し
て
居
る
内

開
会
期
日
も
近
寄

明
治
二
十
八
年
十
月
十
一
日
付
封
書

（
縦
一
五
・
九
㎝
、
横
一
四
八
・
四
㎝
）△
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号

236

九
二

る
し
不
図
思
ひ
付
ひ
て

規
則
書
を
見
た
ら
開

会
後
ハ
ど
ん
な
事
情

か
あ
つ
て
も
受
付

け
ぬ
と
の
こ
と
が
あ
つ
た
か
ら

初
め
か
ら
面
白
く
も
な
ひ

図
だ
し
出
す
の
を
止
め

に
し
様
か
と
思
つ
て

見
た
が
、
君
ニ
背
約
す

る
の
も
残
念
だ
し

儘
よ
構
ま
ふ
こ
と
ハ
な
ひ

と
覺
悟
し
て
、
出
来

上
り
も
し
な
い
ひ
の
を
送

つ
て
し
ま
つ
た
、
目
録
ニ

書
ひ
て
あ
つ
た
今
一
枚
の

絵
ハ
縁
が
間
ニ
あ
ハ
な
ひ

で
遂
ニ
だ
め
、
君
宜
し
く

取
消
し
て
置
ひ
て
く
れ

僕
の
此
度
の
畫
ハ
到
底

話
ニ
も
な
ら
ん
次
第

素
ゟ
批
評
の
限
り
で

な
ひ
が
、
君
若
彼
れ
に

依
つ
て
他
を
推
し
僕

の
欠
点
を
見
出
し
た
ら

遠
慮
な
ひ
所
で
悪

口
を
聞
か
し
て
く
れ
ぬ

か
、
開
化
的
の
御
世
辞
ハ

真
平
だ
が
君
等
の

悪
口
な
ら
幾
ら
で
も

聞
く
気
だ

美
術
界
の
ご
た
〳
〵

世
ハ
そ
ろ
〳
〵
面
白
く
成
り

そ
め
た
と
見
へ
る
、
兄
等

宜
敷
し
つ
か
り
や
つ
ゝ
け

て
く
れ
給
へ

△
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黒
田
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二
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237

九
三

却
説
君
の
母
君
ニ
ハ

此
頃
餘
り
勝
れ
給
ハ
ぬ

と
か
聞
ひ
た
が
君
も
嘸

心
配
な
こ
と
だ
ら
ふ
と

察
す
る
、
何
卒
速
ニ

健
康
ニ
回
復
せ
ら
れ

ん
こ
と
を
祷
る

君
ニ
一
つ
聞
き
た
ひ
こ
と
が

あ
る　

石
油
の
簡
便

な
る
精
製
法
ハ
な
ひ

か
ね　

つ
ま
り
絵
ニ

つ
か
へ
る
位
ひ
迄
ち
よ
つ
と
素
人

で
仕
上
る
工
夫
だ

あ
る
な
ら
知
ら
し
て

く
れ
ぬ
か

今
一
つ
の
願
ひ
ハ
絵
入

△

目
録
が
出
来
上
つ
た
ら

送
つ
て
貰
ひ
度
ひ

も
の
だ

十
月
十
一
日　

　
　
　
　

藤
島
武
二

久
米
賀
契
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号

238

九
四

封
筒
（
縦
一
九
・
一
㎝
、
横
七
・
六
㎝
）

（
表
）

（
裏
）

東
京
市
京
橋
区
三
十
間
堀
三
丁

目　久
米
桂
一
郎
殿　

　
　
　
　

親
展

　

三
重
津
市
塔
世
西

　

浦
六
十
二　

固　
　

藤
島
武
二　

　

十
月
十
一
日

藤島武二《一竿風月》　
明治 （（ 年明治美術会秋期展覧会目録所収縮図（『近代日本アート・カタログ・コレクション 00（　明治美術会』ゆまに書房、（00（ 年）

藤島武二《少女》
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黒
田
清
輝
、
久
米
桂
一
郎
宛　

藤
島
武
二
書
簡

239

九
五

７
．
久
米
桂
一
郎
宛
藤
島
武
二
書
簡
（
明
治
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日
）
東
京
国
立
博
物
館
蔵

　

前
便
で
は
藤
島
が
展
覧
会
が
始
ま
る
ぎ
り
ぎ
り
に
作
品
を
送
っ
た
こ
と
、
額
縁
が
間
に
合
わ
な

い
作
品
の
出
品
を
あ
き
ら
め
た
こ
と
を
久
米
に
知
ら
せ
て
い
た
が
、
そ
の
後
に
久
米
か
ら
手
紙
が

届
い
た
模
様
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
久
米
が
額
を
東
京
で
あ
つ
ら
え
る
か
ら
送
る
よ
う
に
と
伝
え
た

の
で
あ
ろ
う
。
途
中
で
止
め
た
《
一
竿
風
月
》
に
慌
て
て
手
を
入
れ
、
も
う
一
点
《
失
恋
》
な
る

作
品
と
共
に
二
十
日
に
送
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
図
録
は
も
う
印
刷
に
か
か
っ
て
い
る
時
期
で
あ

っ
た
た
め
、《
失
恋
》
は
出
品
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
久
米
が
藤
島
の
出
品
の
た
め
に

助
力
し
た
様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

油
絵
二
面
昨
日
送
り

出
し
て
置
ひ
た
、
二
十
三

四
日
頃
ニ
ハ
届
く
筈
だ
か
ら

面
倒
な
が
ら
届
ひ
た

ら
早
速
其
旨
端
書
で

知
ら
し
て
く
れ

僕
之
画
ハ
前
後
孰
れ
も

ま
づ
ひ
も
の
ば
か
り
で

は
づ
か
し
ひ
譯
だ

一
竿
風
月
之
方
も
縁

が
到
底
間
ニ
合
ハ
ぬ
の
で

半
途
で
止
め
に
し
て

置
ひ
た
處
に
君
の
手

紙
ニ
接
し
て
、
又
急
ニ
生

き
回
つ
て
書
出
し
て
い
る

出
す
少
し
前
ニ
筆
を

畱
め
た
次
第
さ
ま
だ

明
治
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日
付
封
書

　
　
（
縦
一
五
・
九
㎝
、
横
九
六
・
六
㎝
）
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五　

号

240

九
六

充
分
仕
上
る
ニ
ハ
暇
が
入
ル

こ
と
だ
が
そ
ん
な
ニ
し
て

居
ら
れ
ぬ
か
ら
済
ま
ぬ

こ
と
な
が
ら
好
ひ
か
げ
ん

ニ
し
て
間
ニ
合
ハ
し
た
次
第

だ女
ノ
ツ
ラ
の
方
ハ
題
が
入
る

な
ら
「
失○

○戀
」
と
で
も

し
て
置
ひ
て
く
れ

つ
ま
り
女
が
ほ
れ
た

男
ニ
捨
て
ら
れ
て
取
乱

し
た
姿
だ　

直
段
ハ

二
十
円
だ

此〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

間
の
□
頼
ん
だ
会
社

□〃
〃

〃

〃

〃

〃

□
な
ま
け
で

右
之
荷
が
着
ひ
た
ら

配
達
料
（
ツ
マ
リ
其
地
ノ　
　
　
　

会
社
か
ら
上
野
迠
ノ
届
賃
）

△

と
云
つ
て
い
く
ら
か
取
る
だ

ら
う
、
会
之
方
で
ハ
無
論

出
せ
ま
ひ
か
ら
君
出
し
て

置
ひ
て
く
れ

此
間
の
ハ
此
地
で
拂
つ
て
置
ひ

た
が
其
地
で
又
請
求
し
ハ

し
な
ん
だ
か

此
度
ハ
会
社
が
違
ふ
か
ら

此
地
で
拂
ふ
譯
ニ
い
か
ぬ
と
の

事
だ　

君
ハ
も〃
何
時
も
会
の

方
ニ
居
る
こ
と
も
な
か
ら
う

か
ら
誰
か
つ
め
切
り
の
人
ニ

頼
ん
で
置
ひ
て
く
れ

十
月
廿
一
日　
　

　
　
　
　
　

武
二

久
米
大
兄
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黒
田
清
輝
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桂
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郎
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241

九
七

封
筒
（
縦
一
九
・
〇
㎝
、
横
七
・
六
㎝
）

（
表
）

（
裏
）

東
京
市
京
橋
区
三
十
間
堀
二
丁
目

　

久
米
桂
一
郎
殿

　
　
　
　

親
展

三
重
津
塔
世
西
裏

六
二

〆　

藤
島
武
二

　

十
月
廿
一
日
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一　

五　

号

242

九
八

（
．
黒
田
清
輝
宛
藤
島
武
二
書
簡
（
明
治
二
十
八
年
十
月
二
十
二
日
）

　

こ
の
書
簡
に
つ
い
て
も
陰
里
鉄
郎
氏
が
読
み
下
し
、
詳
し
く
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
）
（
（

。
（
の

九
月
二
十
二
日
の
手
紙
で
藤
島
は
黒
田
に
写
真
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
が
、
こ
の
手
紙
に

よ
っ
て
、
黒
田
が
そ
の
後
東
京
か
ら
藤
島
に
手
紙
を
出
し
て
い
た
こ
と
、
次
い
で
京
都
か
ら
写

真
を
送
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
藤
島
は
（
の
手
紙
で
黒
田
に
京
都
住
ま
い
を
続
け
る
の
か

と
尋
ね
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
手
紙
で
、
黒
田
は
藤
島
に
、
京
都
に
当
分
留
ま
る
こ
と
、
写
真

師
の
松
原
の
家
に
仮
寓
す
る
こ
と
を
知
ら
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
十
月
十
日
付
で
久
米
が
黒
田
に

送
っ
た
仏
文
の
手
紙
は
ま
だ
水
口
屋
敷
宛
て
で
あ
り
、「
夫
人
に
よ
ろ
し
く
」
と
書
き
添
え
て

い
る
）
（
（

。
し
た
が
っ
て
黒
田
が
水
口
屋
敷
を
出
て
夫
人
と
別
居
し
た
の
は
十
月
半
ば
頃
で
あ
っ
た

と
み
ら
れ
る
。

　

藤
島
は
東
京
で
自
分
が
死
ん
だ
と
い
う
噂
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
久
米
か
ら
聞
い
た
こ
と
を

自
嘲
気
味
に
述
べ
、
死
ん
だ
よ
う
な
境
遇
な
が
ら
も
絵
か
き
に
な
る
強
い
希
望
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
京
都
に
出
か
け
て
黒
田
の
指
導
を
受
け
た
い
が
、
黒
田
の
身
辺
の
事
情

を
図
り
か
ね
て
お
り
、
京
都
で
新
し
い
女
性
と
暮
ら
し
て
い
た
ら
迷
惑
な
の
で
は
な
い
か
な
ど

と
様
子
を
う
か
が
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
文
面
か
ら
、
黒
田
が
妻
と
別
居
、
あ
る
い
は
離
婚
し

た
こ
と
を
既
に
藤
島
に
伝
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
（
）　

前
掲
、
陰
里
鉄
郎
「
画
家
た
ち
の
津
（
一
）」
四
六
�
六
〇
頁
、「
画
家
た
ち
の
津
（
二
）」

六
一
頁
�
七
五
頁
。

（
（
）　

東
京
文
化
財
研
究
所
企
画
情
報
部
編
『
黒
田
清
輝
フ
ラ
ン
ス
語
資
料
集
』
東
京
文
化
財
研
究

所
、
二
〇
一
〇
年
、
三
〇
八
�
三
〇
九
頁
所
収
、C0（（

。

過
日
東
京
か
ら
給
ハ
リ
し

手
紙
を
拝
誦
し
今
又

京
都
ゟ
尊
照
を
恵

送
さ
る
ゝ
ニ
接
す
、
深

謝
々
々

久
し
振
り
ニ
而
賢
兄
に

會
ひ
し
心
し
て
感

喜
措
く
不
能

兄
ニ
ハ
當
分
京
都
住

ひ
の
積
り
と
か

さ
す
が
に
花
ハ
京
都
ニ

限
る
と
見
へ
る

東
京
ハ
此
頃
展
覧

会
で
相
應
ニ
景
気

も
好
ひ
と
か
聞
く

僕
も
例
の
ま
ず
ひ
の
を

三
四
枚
出
し
て
置
ひ
た

明
治
二
十
八
年
十
月
二
十
二
日
付
封
書　

　
　
（
縦
一
五
・
八
㎝
、
横
一
一
一
・
四
㎝
）
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九
九

是
れ
で
も
矢
つ
張
り
絵

か
き
に
成
る
気
と
ハ
随

分
推
し
の
強
ひ
話
だ

が
、
持
た
が
病
ひ
何
か
の

因
果
な
ら
ん
と
あ
き

ら
め
て
往
生
し
て
居

る
事
だ

先
頃
東
京
で
僕
が
死

ん
で
し
ま
つ
た
と
の
風

説
が
切
り
に
行
れ
た
と

久
米
か
ら
云
つ
て
来
た

が
、
成
程
僕
も
そ
う

聞
ひ
て
見
れ
ば
全
く
僕

ハ
死
ん
で
居
る
に
違
ひ

な
ひ
よ
、
僕
の
今
の
境

遇
か
ら
考
へ
て
見
て
も

△

死
ん
だ
と
噂
が
あ
る
の
も

無
理
ハ
な
ひ
話
だ

亡
者
の
施
餓
鬼
も
功

徳
ニ
な
る
だ
ろ
う
、
偶
ニ
ハ

手
紙
を
く
れ
給
へ

此
冬
期
休
業
頃
ニ
ハ

是
非
出
掛
け
て
行
つ
て

少
し
で
も
兄
の
示〃
引
導

を
受
け
度
ひ
と
思
へ
ど

其
頃
行
れ
て
ハ
君
の
方

で
ち
と
迷
惑
か
ね

兄
の
当
時
の
宿
所
は

松
原
と
か
云
う
写
真

屋
か

京
都
は
君
の
無
窮

の
希
望
を
満
た
す
べ
き

無〃
〃

〃

〃

限
の
□
自
然
の
友
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号
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一
〇
〇

ハ
得
ら
る
べ
き
も
時
に
無

限
の
愁
を
慰
む
る
人

の
友
ハ
得
ら
れ
ま
じ

そ
れ
と
も
優
し
き

物
言
ふ
花
の
友
や

あ
る

十
月　
　
　
　
　
　

武
二

　

廿
二
日　
　
　

黒
田
大
兄
先
生

封
書
（
縦
一
八
・
八
㎝
、
横
七
・
五
㎝
）

（
表
）

（
裏
）

京
都
圓
山
公
園
冩
真
師

松
原
方

　
　

黒
田
清
輝
殿

　
　
　
　
　

侍
史

　
　
　

三
重
津
市
塔
世
西
浦

　
　
　

六
十
二

固　
　
　
　
　

藤
島
武
二

　
　
　

十
月
廿
二
日

△
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黒
田
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宛　
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島
武
二
書
簡
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一
〇
一

（
．
久
米
桂
一
郎
宛
藤
島
武
二
書
簡
（
明
治
二
十
八
年
十
一
月
三
日
）
東
京
国
立
博
物
館
蔵

　

こ
れ
ま
で
の
書
面
か
ら
、
藤
島
の
明
治
美
術
会
展
出
品
作
品
が
会
期
初
め
に
間
に
合
わ
な
か
っ

た
こ
と
、
二
点
は
額
に
入
れ
ず
に
送
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
手
紙
で
藤
島
は
目
録
を
見
た

感
想
を
長
々
と
述
べ
て
い
る
が
、
本
当
の
用
件
は
、
久
米
が
安
く
額
を
あ
つ
ら
え
て
出
品
を
し
て

く
れ
た
こ
と
へ
の
礼
と
、
そ
の
代
金
を
ま
だ
払
え
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
文

中
の
久
米
の
「
漁
村
の
朝
の
風
景
」
は
目
録
「
一
二
〇
、
秋
陽
海
村
に
昇
る
」
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
手
紙
の
前
に
は
、
久
米
か
ら
藤
島
に
、
展
覧
会
に
遅
延
し
た
作
品
が
多
い
こ
と
に
つ
い
て

「
悪
口
」
を
述
べ
た
手
紙
を
送
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
久
米
は
黒
田
に
も
十
月
十
日
付
の
フ
ラ

ン
ス
語
の
手
紙
で
「
今
日
は
展
覧
会
の
開
会
の
日
だ
。
す
で
に
到
着
し
た
作
品
が
お
よ
そ
百
八
十

点
、
遅
れ
て
着
る
作
品
が
五
十
点
か
ら
六
十
点
あ
る
）
（
（

」
と
書
き
送
っ
て
い
る
の
で
、
非
常
に
多
く

の
作
品
が
開
会
に
間
に
合
わ
ず
、
展
示
の
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
（
）　

東
京
文
化
財
研
究
所
企
画
情
報
部
編
『
黒
田
清
輝
フ
ラ
ン
ス
語
資
料
集
』
東
京
文
化
財
研
究
所
、

二
〇
一
〇
年
、
三
〇
八
�
三
〇
九
頁
所
収
、C0（（

。

此
間
か
ら
君
に
手
紙
を
書

か
う
〳
〵
と
思
ひ
な
が
ら
つ
い

沙
汰
無
し
に
打
過
き

た過
日
よ
こ
し
た
君
の
書

中
出
品
遅
延
之
悪
口

実
ニ
閉
口
の
外
な
し

い
や
此
類
の
悪
慣
習

僕
等
も
常
ニ
感
す
る

こ
と
が
多
ひ
が
矢
ツ
張
自
分

で
も
や
ら
か
し
て
居
る

赤
面
之
次
第
だ
よ

處
で
出
品
目
録
も
正
ニ

届
ひ
て
見
た
、
何
分
初
の

事
な
の
で
ど
う
だ
か
と

竊
か
に
心
配
し
て
居
た
が

明
治
二
十
八
年
十
一
月
三
日
付
封
書

　
　
　
（
縦
一
七
・
九
㎝
、
横
一
六
五
・
二
㎝
）△
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美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

五　

号

246

一
〇
二

意
外
ニ
体
裁
良
く
出
来

た
か
ら
僕
等
迠
も
愉
快
で

た
ま
ら
ぬ
位
□〃
〃

〃

〃

の
な
の
で

君
等
の
骨
折
り
を
謝

さ
ね
バ
な
ら
ぬ
次
第
だ

何
卒
此
事
ハ
後
来

毎
秋
出
版
す
る
事
ニ
き

め
て
段
々
発
達
さ
せ
度

ひ
物
だ

僕
等
の
と
其
他
二
三
の

最
も
拙
劣
の
も
の
を
除

く
の
外
ハ
皆
相
應
ニ
面
白

く
出
来
た
よ
、
其
中
原

画
の
方
が
却
つ
て
ま
づ
く

ハ
な
ひ
か
と
想
像
さ
る
ゝ

の
も
あ
る
様
だ
が
縮
図

で
見
た
所
で
ハ
存
外
う

ま
く
出
来
て
居
る
の
で

△

感
心
し
た
の
も
あ
る
、
只

遺
憾
ニ
思
ふ
の
ハ
数
の
少

な
ひ
事
だ

数
あ
る
中
で
最
も
感
心
し

た
の
ハ
君
の
海〃
漁
村
の

朝
の
風
景
だ
、
是
等
ハ
縮

図
で
見
て
も
面
白
ひ
が
原

画
を
見
た
ら
一
層
愉
快
な

ら
ん
と
思
ふ
、
そ
の
他
の
作
も

な
か
な
か
面
白
ひ
よ
。
黒
田
の

諸
作
素
ヨ
リ
敬
腹
之
外
な
し

黒〃
〃田
当
人
ハ
古
ひ
く
づ
を
澤

山
出
し
て
置
ひ
た
と
云
つ
て

よ
こ
し
た
が
野
遊
び
の

図
な
ど
ハ
随
分
骨
の
折

れ
た
物
だ
ろ
う
と
思
ハ
る

だ
が
お
の
づ
か
ら
な
る
趣
き
ハ

田
舎
の
豕
屋
ニ
無
雑
作

ニ
豕
の
つ
る
さ
が
つ
て
居
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簡

247

一
〇
三

る
處〃
な
ど
、
多
く
人
巧
を

経
ぬ
處
、
却
つ
て
面
白
ひ

か
と
思
へ
ど
如
何
の
も
の

ニ
や

何
代シ
ロ

体
裁
、
製
版
共
ニ
申
分

な
し
、
当
地
で
も
見
て

ほ
し
ひ
云
ふ
者
が
澤
山

あ
る
、
執
れ
銘〃
〃々

各
自
ニ

注
文
す
る
こ
と
ゝ
思
ふ

斯
道
奨
勵
之
為
亦
廣
め

為
ニ
ハ
目
録
出
版
ハ
最
も
能〃

良
き
一
方
便
な
ら
ん
と
信
ず
。

額
縁
之
事
ハ
種
々
心
配
を

掛
け
て
済
ま
な
ひ
譯
だ

代
価
も
至
極
や
す
く
出
か

し
て
く
れ
て
難
有
候

早
速
送
る
の
だ
が
今
少
し

都
合
が
悪
ひ
か
ら
少
し
待

つ
て
く
れ

十
一
月
三
日

　
　
　
　
　
　

武
二

久
米
大
兄

暇
之
折
ニ
ハ
目
録
ニ
洩

れ
た
る
諸
先
生
の
妙
作

之
評
判
し
ら
し
て

く
れ
給
へ

△
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一　

五　

号

248

一
〇
四

封
筒
（
縦
一
八
・
三
㎝
、
横
七
・
六
㎝
）

（
表
）

（
裏
）

東
京
市
京
橋
区
三
十
間
堀

二
丁
目　

　

久
米
桂
一
郎
殿　

　
　
　
　
　

親
展

　
　

三
重
縣
津
市
塔
世

　
　

西
浦
六
二　

〆　
　
　

藤
島
武
二　

　

十
一
月
三
日

黒田清輝《野の遊》 久米桂一郎《秋陽海村に昇る》
明治 （（ 年明治美術会秋期展覧会目録所収縮図（『近代日本アート・カタログ・コレクション 00（　明治美術会』ゆまに書房、（00（ 年）
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黒
田
清
輝
、
久
米
桂
一
郎
宛　

藤
島
武
二
書
簡

249

一
〇
五

（0
．
久
米
桂
一
郎
宛
藤
島
武
二
書
簡
（
明
治
二
十
八
年
十
一
月
三
十
日
）
東
京
国
立
博
物
館
蔵

　

前
便
で
支
払
い
を
待
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
額
代
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
か
、
晴
れ
晴
れ

と
し
た
文
面
で
あ
る
。
さ
ら
に
久
米
に
絵
の
具
、石
油（
溶
き
油
）、展
覧
会
図
録
を
頼
ん
で
い
る
。

藤
島
は
久
米
を
通
じ
て
外
国
製
の
絵
の
具
を
入
手
し
て
い
た
様
子
で
あ
り
、一
連
の
手
紙
か
ら
、

久
米
が
非
常
に
面
倒
見
の
良
い
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

展
覧
会
も
大
分
盛
ん
で

あ
つ
た
様
子
ニ
新
聞
な
ど

に
も
見
え
て
居
た
が
兄
等

の
折〃
骨
折
察
せ
ら
る

時
に
額
縁
代
ハ
種
々
兄
に

心
配
掛
け
て
置
ひ
て
大
ニ

延
引
し
て
済
ま
な
ひ

た
し
か
二
円
五
十
戔
だ
と

覚
え
て
居
た
か
ら
そ
ん

丈
送
つ
て
置
ひ
た

受
取
つ
て
置
ひ
て
く
れ

給
へ

僕
の
本
年
の
出
し
物
ハ

申
譯
ニ
も
な
ら
ぬ
品
バ
か
り

で
大
ニ
面
目
な
き
次
第

明
治
二
十
八
年
十
一
月
三
十
日
付
封
書

　
　
　
　
　
　
　
（
縦
一
七
・
三
㎝
、
横
一
〇
三
・
二
㎝
）
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一　

五　

号

250

一
〇
六

来
年
の
春
期
迠
ニ
ハ
ち
と

覺
束
な
ひ
が
秋
期
迠
ニ
ハ

い
く
ら
か
精
出
し
て

少
し
ハ
画
ニ
似
た
物
で
も

出
し
て
見
た
ひ
積
り

だ
が
、
そ
れ
も
ど
う
や
ら

覚
束
な
ひ
話
し
だ

兄
等
の
派
も
大
分
世
間
ニ

歓
迎
さ
れ
て
来
た
様
子

ニ
見
え
る
が
実
ニ
結
構
な

事
だ

此
前
兄
か
ら
分
け
て
貰
ら

つ
た
絵
之
具
が
又
ほ
し
ひ
と

思
ふ
が
兄
ハ
此
頃
向
ふ
へ

注
文
す
る
事
ハ
な
ひ
か

若
序
が
あ
つ
た
ら
一
所
ニ

注
文
し
て
置
ひ
て
く
れ
ぬ

△

か
其
折
ニ
石
油
も

何
時
も
君
ニ
面
倒

バ
か
り
掛
け
る
事
だ

今
一
ハ
此
度
の
出
品
目
録

が
ほ
し
ひ
と
云
ふ
者
が
あ

る
が
も
し
遺
物
ハ
あ
る

ま
ひ
か　

あ
る
な
ら
一
部

送
つ
て
く
れ
ぬ
か
、
是
も

御
願
ひ
の
一
つ
だ

　

十
一
月
三
十
日

　
　
　

ふ
ぢ
し
ま

久
米
兄

△
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黒
田
清
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、
久
米
桂
一
郎
宛　

藤
島
武
二
書
簡

251

一
〇
七

封
筒
（
縦
一
八
・
九
㎝
、
横
七
・
六
㎝
）

（
表
）

（
裏
）

東
京
京
橋
区
三
十
間
堀
二
丁
目
九
番

地　
　

久
米
桂
一
郎
殿　

　
　
　
　

親
展

　
　
　
　

三
重
縣
津
市

　
　
　
　

塔
世
西
浦
六
十
二
番
地　

固　
　

藤
島
武
二　

　
　

十
一
月
三
十
日
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美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

五　

号

252

一
〇
八

（（
．
黒
田
清
輝
宛
藤
島
武
二
葉
書
（
明
治
二
十
八
年
十
二
月
八
日
）

　

（
の
手
紙
で
藤
島
が
黒
田
を
冬
休
み
中
に
訪
ね
た
い
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
葉
書
は
藤
島
が
京

都
に
黒
田
を
訪
問
し
よ
う
と
し
て
確
認
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

前
略

　

貴
兄
ニ
ハ
猶
其
地
ナ
ル
ヤ

　

乍
面
倒
一
筆
回
答
ヲ
煩

　

度
き
も
の
な
り

　
　
　

三
重
縣
津
市
塔
世
西
浦

六
十
二　

藤
島
武
二

十
二
月
八
日

京
都
市
円
山
公
園
写
真
師

松
原
方

黒
田
清
輝
殿

明
治
二
十
八
年
十
二
月
八
日
付
葉
書

　
　
　
　
　
（
縦
一
三
・
九
㎝
、
横
八
・
九
㎝
）

（
裏
）

（
表
）

（（
．
黒
田
清
輝
宛
藤
島
武
二
葉
書
（
明
治
二
十
九
年
一
月
一
日
）

　

年
賀
状
。

恭
賀
新
禧

　
　
　

三
重
津
市
塔
世
西
浦

六
十
二

廿
九
年

正
月
元
旦
藤
島
武
二

東
京
市
麹
町
区
平
川
町

六
丁
目

黒
田
清
暉
殿

（
裏
）

（
表
）

明
治
二
十
九
年
一
月
一
日
付
葉
書

　
　
　
（
縦
一
三
・
九
㎝
、
横
八
・
九
㎝
）
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黒
田
清
輝
、
久
米
桂
一
郎
宛　

藤
島
武
二
書
簡

253

一
〇
九

（（
．
黒
田
清
輝
宛
藤
島
武
二
書
簡
（
明
治
二
十
九
年
一
月
九
日
）

　

長
文
の
手
紙
で
あ
る
）
（
（

。
藤
島
は
十
月
二
十
二
日
の
手
紙
で
中
学
校
の
冬
休
み
の
間
に
京

都
に
い
る
黒
田
の
も
と
を
訪
ね
て
指
導
を
受
け
た
い
と
伝
え
て
お
り
、
十
二
月
八
日
の
葉

書
で
黒
田
が
ま
だ
京
都
に
い
る
か
尋
ね
て
訪
問
の
時
期
を
う
か
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ

の
書
面
に
は
藤
島
の
手
紙
に
返
事
を
く
れ
な
か
っ
た
と
書
い
て
い
る
。
久
米
が
十
二
月
十

六
日
に
結
婚
式
を
お
こ
な
う
た
め
、
黒
田
に
い
つ
上
京
す
る
か
を
尋
ね
る
手
紙
を
十
二
月

十
日
付
で
出
し
て
い
る
た
め
）
（
（

、
黒
田
が
藤
島
の
手
紙
と
入
れ
違
い
に
上
京
し
て
し
ま
っ
た

可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
藤
島
が
黒
田
を
訪
問
す
る
こ
と
を
断
念
し
た
か
、

あ
る
い
は
黒
田
を
訪
ね
て
も
留
守
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
文
面
か
ら
黒

田
が
藤
島
の
絵
に
つ
い
て
の
批
評
を
一
月
七
日
付
の
手
紙
で
書
き
送
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

が
、
藤
島
が
黒
田
の
留
守
中
に
絵
を
置
い
て
く
る
な
ど
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
前
年
秋
の

明
治
美
術
会
出
品
作
を
念
頭
に
批
評
し
た
こ
と
に
な
る
。
黒
田
か
ら
「
気
取
り
過
ぎ
る
」

傾
向
を
指
摘
さ
れ
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
以
前
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
黒
田
の
言
葉

は
素
直
に
聞
く
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。「
気
取
り
過
ぎ
」
と
い
う
言
葉

が
ど
の
よ
う
な
内
容
を
指
す
の
か
は
、
当
時
の
作
品
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
正
確
に
は
不

明
だ
が
、
た
と
え
ば
「
失
恋
」
と
題
し
て
ほ
し
い
と
し
て
送
っ
た
作
品
の
よ
う
に
、
一
種

の
物
語
的
な
演
出
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
後
の
「
浪
漫
主
義
」
的
な
資
質
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
藤
島
が
黒
田
の
自
然
主
義
と
は
異
な
る
個
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
、
黒

田
が
気
づ
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
指
摘
で
あ
る
。

　

ま
た
文
末
で
は
黒
田
に
画
材
を
フ
ラ
ン
ス
か
ら
取
り
寄
せ
る
な
ら
ば
自
分
の
分
も
頼
み

た
い
と
書
い
て
い
る
。
十
一
月
三
十
日
付
の
久
米
宛
の
手
紙
で
久
米
に
問
い
合
わ
せ
て
い

た
が
、
そ
の
関
係
で
黒
田
に
頼
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
藤
島
が
高
価
な
輸
入
絵
の
具
を

無
理
を
し
て
で
も
入
手
し
た
い
と
強
く
望
ん
で
い
た
様
子
が
わ
か
る
。
黒
田
自
身
も
京
都

で
絵
の
具
が
足
ら
ず
に
久
米
か
ら
融
通
し
て
も
ら
お
う
と
し
て
、
久
米
が
日
本
に
も
似
た

絵
の
具
が
あ
る
と
書
き
送
っ
て
お
り
）
（
（

、
輸
入
絵
の
具
は
彼
ら
の
間
で
も
貴
重
で
あ
っ
た
。

東
京
美
術
学
校
教
授
黒
田
清
輝
宛
の
パ
リ
、
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
画
材
屋
、
シ
ャ
ル
ボ
氏
か

ら
の
手
紙
）
（
（

に
よ
っ
て
、
滞
仏
中
よ
り
黒
田
が
こ
の
画
材
屋
と
懇
意
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
こ

こ
を
通
じ
て
帰
国
後
も
画
材
を
購
入
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

先
き
頃
一
二
回
手
紙
を
だ
し
て
見

て
も
絶
へ
て
返
詞
を
く
れ
ぬ
か
ら

君
ハ
全
く
僕
を
捨
て
た
か
と
一
寸

思
つ
て
も
見
た
が
、
否
々
大
山
ハ
土

壌
を
譲
ら
す
大
河
ハ
細
流
を

擇
バ
す
と
か
云
ふ
こ
と
も
あ
る
か
ら

君
の
度
量
と
し
て
そ
ん
な
こ
と
ハ

あ
る
ま
ひ
と
信
し
て
居
た

果
し
て
七
日
附
の
君
の
手
紙
に

接
し
未
だ
全
く
君
に
捨
て
ら
れ

な
ん
だ
こ
と
を
確
む
る
を
得
て

実
ニ
歓
喜
ニ
堪
へ
な
ん
だ
、
特
に

書
中
僕
の
畫
を
批
評
し
て
く

れ
た
こ
と
僕
ハ
実
ニ
其
の
君
の

高
誼
ニ
感
泣
し
た
、
君
の
片
言

の
批
評
ハ
実
ニ
僕
の
為
に
ハ
千
斤

の
値
う
ち
が
あ
る
、
僕
ハ
今
君
の
為

ニ
極
ハ
れ
て
蘇
生
し
た
か
の
感

明
治
二
十
九
年
一
月
九
日
付
封
書

　
　
（
各
縦
一
七
・
六
㎝
、
横
六
〇
・
二
㎝
）
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が
あ
る
、
其
譯
ハ
僕
自
ら
も
己
れ
の

疵
病
の
あ
る
所
を
遠
か
ら
気

が
附
か
な
ん
だ
で
も
な
ひ
、
即
ち

僕
の
畫
ハ
都
べ
て
気
取
り
過

ぎ
る
傾
き
が
あ
る
こ
と
ハ
自
分
ニ
も

気
が
附
ひ
て
居
た
、
其
れ
に
今

迠
自
ら
改
め
る
こ
と
の
出
来
な
ん

だ
の
ハ
或
時
単
よ
り
世
俗
に
媚
び
て

畫
を
か
く
或
る
連
中
ニ
其
通
り
の
批
評

を
受
け
て
、
余
ハ
其
時　

な
に
く
そ

と
思
つ
て
や
け
に
な
り
、
人
の
褒
貶

ハ
一
切
構
ハ
ぬ
気
ニ
な
つ
て
し
ま
つ
た

只
一
筋
ニ
彼
等
の
技
術
を
遠
ざ
か
る

こ
と
の
み
を
勉
め
た
、
是
れ
が
抑
も

僕
の
心
得
違
ひ
の
始
ま
り
だ

（
（
）　

こ
の
書
簡
の
影
印
と
翻
刻
は
、
田
中
善
明
編
「
黒
田
清
輝
宛
藤
島
武
二
書
簡
」『
藤
島

武
二
・
岡
田
三
郎
助
展
』
二
〇
一
一
年
、
三
重
県
立
美
術
館
、
そ
ご
う
美
術
館
、
一
五
一

�
一
五
七
頁
の
な
か
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
（
）　

前
掲
『
黒
田
清
輝
フ
ラ
ン
ス
語
資
料
集
』、
三
一
一
�
三
一
二
頁
所
収
、C0（（

。

（
（
）　

前
掲
、C0（（

。

（
（
）　

前
掲
、C（0（, C（0（

。
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②　色
の
単
調
、
形
の
不
完
全
ハ

充
分
気
を
附
け
た
ら
段
々
改
め
る
こ
と
が

出
来
よ
う
が
、
此
心
得
違
ひ
斗
り
ハ
自
ら

気
が
附
い
て
居
て
も
是
れ
を
改
め
る

の
が
何
ん
だ
か
敵
に
降
参
す
る
様
で

残
念
な
心
持
が
し
て
居
た
、
今
思

へ
バ
ば
実
ニ
迷
ひ
の
て
つ
ぺ
ん
だ
、
君
の

一
言
は
実
ニ
頂
門
の
一
針
、
実
ニ
参
つ
た

実
ニ
あ
り
が
た
ひ
、
後
来
必
す
服

膺
し
て
ま
じ
め
に
描
く
こ
と
に

す
る

こ
う
言
ふ
と
な
ん
だ
か
申
譯
け
の

様
だ
が
、
僕
等
の
境
遇
で
ハ
一
つ
の
つ
ま

ら
ぬ
畫
を
か
く
に
も
非
常
な
困
難

と
闘
ハ
ね
バ
な
ら
ぬ
、
其
れ
は
全
く
技
術

の
上
の
苦
心
で
無
く
種
々
の
困
難
と
喧

嘩
せ
ね
バ
な
ら
ぬ
、
其
大
敵
の
為
に
い
つ
も

失
敗
し
て
自
分
の
技
量
丈〃
を
一
ぱ
い
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働
か
す
こ
と
が
出
来
な
ひ　

技
術
家
の
う
ぬ
ぼ

（
れ
大
抵
こ
ん
な
も
の
）

　
　
　
　
　
　

だ
が

是
れ
バ
か
り
ハ
実
ニ
情
な
ひ
次
第
だ

其
故
是
迠
自
分
の
名
前
を
正
當
ニ

記
し
た
畫
ハ
一
つ
も
無
ひ
、
博
覧
会
や

頃〃
先
頃
の
出
品
の
如
き
実
ニ
君
等
に

見
せ
た
譯
の
も
の
で
無
ひ

處
が

此
愧
ぢ
を
忍
び
得
て
又
非
常
の
利

益
を
得
た
、
僕
の
最
も
短
所
と
す
る

所
を
君
に
示
摘
さ
れ
た
の
ハ
実
ニ

僕
の
幸
福
で
あ
る
、
此
事
ハ
幾
重

に
も
君〃
〃

〃

〃

〃

〃

ニ
の
恵
み
を
感
謝
す
る
處
だ

是
れ
か
ら
充
分
高
示
を
服
膺
し

て
勉
強
し
よ
う
、
そ
う
し
て
此
秋
期

の
会
迠〃
迠
頃
ニ
ハ
い
く
ら
か
絵
ニ
似
た

物
で
も
描
ひ
手
又
見
て
貰
う
こ
と
に

し
よ
う

僕
ハ
今
暗
黒
の
裡
を
た
ど
り
つ
つ
あ
る
な
り

此
時
微
光
と
な
り
て
遥
に
僕
を
導
く

も
の
君
を
措
ひ
て
誰
か
あ
ら
ん
伏
し
て

請
ふ
垂
教
を
吝
む
な
か
ら
ん
こ
と
を
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③毎
も
ん
な
こ
と
で
君
を
困
ら
す

譯
だ
が
此
願
聞
ひ
て
く
れ
ま
ひ
か
ね

そ
れ
は
他
で
も
な
ひ

絵
之
具
を

注
文
し
て
貰
う
こ
と
だ
、
万
一
受
合
つ
て

く
れ
る
な
ら

品
数
ハ
君
等
が
是
迠

使
つ
た
様
な
も
の
で
好
ひ
よ

此
暑
中
休
み
に
ち
と
本
気
に

描
ひ
て
見
た
ひ
と
思
ふ
か
ら
此
度
ハ

「
デ
コ
ラ
シ
ヨ
ン
」
用
で
無
ひ
方
が
望
み
だ

（
な
ま
意
気

な
話
だ
が
）
其
中
で
銀
白
を
少
し

餘
計
に
し
て
其
他
の
「
ウ
ル
ト
ラ
メ
ー
ル
」
と
か

「
カ〃
〃

〃

〃

〃

〃

ラ
ン
ス
□
□
カ
ル
マ
ン
」
と
か
値
段
の
高
ひ
方
の
が
わ

ハ
若
し
出
来
得
る
な
ら
一
本
若
し
く
ハ

二
本
づ
つ
位
に
し
て
置
ひ
て
貰
ひ
度

ひ
其
辺
ハ
君
の
は
か
ら
ひ
ニ
任
す
そ
れ
か
ら

序
ニ
石
油
も
欲
し
ひ
此
度
ハ
「
ト
ア
ル
」
の

方
ハ
止
め
だ

右
代
金
の
事
ハ
猶
此
前
聞
ひ
た
様
な
工
合

ひ
ニ
品
物
が
到
着
し
た
上
で
よ
ひ
か

若
し
そ
う
出
来
れ
ば
僕
の
方
で
ハ
最
も

幸
だ
、
其
内
ニ
ハ
ど
う
か
工
面
し
て

決
し
て
君
の
方
ニ
ハ
迷
惑
ハ
掛
け
ぬ
積
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り
だ

先〃
〃

〃

〃

〃

頃
久
米
ニ
君
が
此
頃
注
文
す
る
序
が
あ

り
や
せ
ぬ
か
と
先
頃
久
米
ニ
聞
ひ
た
か
ら

無
遠
慮
ニ
も
こ
ん
な
こ
と
を
申

し
込
ん
で
見
る
ん
だ
、
併
し
こ
ん
な
事
ハ

存
外
手
数
の
掛
か
る
も
の
だ
か
ら
君

の
方
で
余
程
迷
惑
ニ
感
ず
る
様
な
ら

全
く
止
め
に
し
て
も
宜
ひ
の
だ
、
遠

慮
な
ひ
處
で
一
寸
返
詞
を
し
て

く
れ
ぬ
か

　
　
　

一
月
九
日
夜

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
島
武
二

　
　

黒
田
大
兄

　
　
　
　
　

研
北

封
筒
（
縦
一
八
・
〇
㎝
、
横
六
・
九
㎝
）

（
表
）

（
裏
）

京
都
市
円
山
公
園
内
松
原
写

真
師
方

　

黒
田
清
暉
殿

　
　
　
　
　

親
展

　
　

津
市
塔
世
西
浦

　
　

六
十
二

固　
　
　

藤
島
武
二

　

一
月
十
日
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